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1. はじめに	
ユーザがアプリケーションを利用している際、

ユーザの操作に合わせて通知メッセージが表示さ

れる。通知メッセージは、エラー、警告、確認、

情報などに分類されるが、ユーザにとって便利な

ものもあれば、無視しても良いものもある。しか

し、ユーザからしてみると、通知メッセージの文

面だけでは、そのメッセージがどの程度重要であ

るかは判断しにくい。しかし、重大なメッセージ

であるのにもかかわらずユーザがそのメッセージ

に気づくことができなければ、重要な操作を間違

ってしまう可能性があるため問題であり、ソフト

ウェア開発者はメッセージの重要度が高まるほど

その重要度をユーザに伝えなければならない。	

一方、音は物事の重要度を伝えるのに使われる

一般的なリソースである。そこで、通知メッセー

ジに音をつけることを考える。重要度が高いメッ

セージほどユーザが注目するような音をつけたい

が、例えば重要度の高いメッセージに不快な音を

つけることを考えても、音に対して感じる不快度

は個人の感覚によって異なる。	

そこで本研究では、通知メッセージに対し、一

律に音をつけるのではなく、個人の感覚に応じて

音をつけることを提案する。前提として不快な音

ほど注目すると考え、用意した複数の音に対す

る個々のユーザの不快度を測り、音を段階分け

する。段階分けした音をメッセージの重要度に

応じて決定し、有効性を評価する。	
2. 背景	
2.1 通知メッセージの分類	
Microsoft の Windows デベロッパーセンターは、

通知メッセージについて詳細に規定されている

[1]。Windows の通知メッセージは、エラー、警

告、確認、情報に分類される。エラーは既に起

こった問題を指し、警告はこれから先に問題が

起こるであろう状態を指す。確認はヘルプエン

トリーポイントを指し、そして情報は有益な情

報を指す。		

	

	

	

	

	

また、通知メッセージの重要度による分類に

ついて、Kelkar らは、以下のような分類を行っ

ている[2]。メッセージの重要度を、(1)回復不

能なエラー(2)特定の機能が動作しない問題(3)

特定の機能が存在しない問題(4)入力エラー（再

試行可能）(5)アプリケーションの動作には問題

を及ぼさないエラーの 5 つのカテゴリーに設定

し、通知メッセージを、フローチャートを用い

ることによって分類している。	

2.2 音の分類	
人々がどのような音を心地よく感じ、どのよ

うな音を不快に感じるのか探り、快・不快を分

ける要因を見つけ出すという研究がされている

[3]。	

様々な年齢（10〜71 歳）の人 250 人に対し、

どのような音を心地よく感じ、どのような音を

不快に感じるかの調査をした結果、心地よい音

として、「川のせせらぎ」「小鳥のさえずり」

などの自然に関わる音や、「ピアノ」や「ハー

プ」など弦楽器、木管楽器などの比較的優しく

柔らかい音を出す楽器の音が多く挙げられた。

一方、「バイクをふかす音」「工事現場」など、

機械が作り出した人工的な音や、心地よい音と

して多く挙げられた自然に関わる音でも、

「雷」「蝉の声」など大きな音が不快な音とし

て挙げられている。	

3. 音の割り当て手法	
研究では通知メッセージに、メッセージの重

要度に基づき異なる音を割り当てる。前提とし

て不快な音ほど注目されると考えるが、ある音

に対してどの程度不快に感じるかはユーザに感

覚によって異なるため、ユーザ個人の感覚に応

じて音を割り当てることを提案する。	

3.1 アプリケーションの準備	
音の割り当てはメッセージの重要度に基づい

て行われるので、メッセージの重要度を段階づ

けすることが必要である。本研究では、メッセ

ージの重要度を現場では、エラー、警告、確認、

情報の 4 段階に分け、開発者にアプリケーショ

ン内の通知メッセージを分類してもらい、その

通知メッセージの重要度の段階に基づいて音を

割り当てる。	
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3.2 候補音の選択	
不快な音は、緊急地震速報や消防車のサイレ

ンなどのように深刻または緊急である場合に使

われている。したがって本研究では、不快な音

ほどユーザにメッセージの重要性を伝えること

ができると考える。通知音として使われ得る音

は多く存在するため、現状では、3.1 で述べたよ

うな通知メッセージの 4 つの段階それぞれにつ

き 5 音、計 20 音を候補音として選ぶ。また、音

についてはフリー素材を用いるが、音の作者の

意図を踏まえ、「不快な音」などのようにタグ

やコメントがつけられた音を用いることにする。	

3.3 音の割り当て	
音を割り当てるにあたって、まず初めにユー

ザそれぞれが感じる、それぞれの候補音に対す

る不快度を測る必要がある。そのため、5 つの尺

度に対して点数をつけるアンケートを実施する。

その 5 つの尺度は、(1)緊張感のある(2)不快な

(3)暗い(4)危険な(5)慌ただしい	である。これ

らの尺度は 2 つの文献[4][5]を参考に決定した。

ある音に対し、それぞれの尺度につき 0〜5 点の

点数をつけてもらい、その合計がその音の点数

となる。点数が高いほどその音は不快というこ

とになる。	

次に、20 音それぞれの点数をソートする。	

最後に、次のアルゴリズムにしたがって、通

知メッセージに音を割り当てる。	

1) 1 つの音は最小 0 点、最大 25 点としてい
る。この 0〜25 点をメッセージの重要度

の段階数に分ける。例えば、メッセージ

の重要度の段階数が 4 である場合、0〜

5(レベル 1),6〜11(レベル 2),12〜18(レ

ベル 3),	19〜25(レベル 4)といったよう

に 1〜4のレベルに段階分けする。	

2) 点数がソートされた 20 個の音を 1)で段階
分けした点数に基づき段階分けする。例

えば、1)の例のように 0〜5,6〜11,12〜18,

	19〜25 と段階分けされていて、ソートさ

れた点数が、1,2,2,3,4,5,13,14,14,15,1

7,18,19,19,20,21,21,23,24,25 であった

場合、表 1 の「点数分布」のように分け

られる。	

3) 各点数の段階の平均点を出し、その点数に
最も近い点数を持つ音が、その段階の通

知メッセージの音として割り当てられる。

例えば、2)の例を用いると、それぞれの

レベルの平均点は、表 1 の「平均点数」

のようになるので、レベル 1 の通知メッ

セージには 2 点または 3 点の音が、レベ

ル 3 の通知メッセージには 15 点の音が、

レベル 4 の通知メッセージには 21 または

23 点の音が割り当てられる。ここでレベ

ル 2 に分類される音は「無し」となって

いるが、このような場合には最もレベル 3

の平均点に近いレベル 1 の 5 点の音が割

り当てられる。	

	

表 1	重要度のレベルとレベルごとの	

平均点数および点数分布	

レベル(点

数範囲

[点])	

レベルの

平均点数

[点]	

点数分布	

1(0〜5)	 2.5	 1,2,2,3,4,5	

2(6〜11)	 8.5	 -	

3(12〜18)	 15	 13,14,14,15,17,18	

4(19〜25)	 22	 19,19,20,21,21,23,24,25	

	

4. おわりに	
本研究では、音に対して感じる不快度は個人の

感覚によって異なるということに注目し、通知

メッセージに対して、物事の重要度を伝えるの

に使われる一般的なリソースである音を、個人

の感覚に応じて割り当てる手法を提案した。	

今後の課題は以下の 3つである。	

1) 候補音の選択方法の検討	
2) 通知メッセージに音をつけることを支援する
システムの構築	

3) 研究に対する評価	
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